
　口之津港は永禄５年 (1562)、有馬義直（後の有馬義貞）

により南蛮貿易港として開かれました。永禄６年 (1563)

には義貞の招きによりルイス・デ・アルメイダが教会を

開き、翌年には日本における宣教活動の主要人物であっ

たトーレス神父が口之津へ移ったこともあり、以来この

地はキリスト教布教の根拠地として栄えていきます。特

に天正７年 (1579) には、天正遣欧少年使節の発案や、

日本人司祭育成のための教育機関（セミナリヨ及びコレ

ジヨ）を充実させたことで知られるヴァリニャーノ司祭

により、全国宣教師会議が口之津の地で開催されたと伝

えられています。永禄10年 (1567) にポルトガル船が入

港して以降、最後の天正10年 (1582) まで頻繁にポルト

ガル船が入港しており、当時の口之津は、国際貿易の港

町として大変な賑わいであったようです。

　南蛮船来航の地は、現在は入江陸地化のため海岸線か

ら少し陸地に入った場所にあります。今は石標と船着場

のような石垣が僅かにあるばかりで歴史の移り変わりが

感じられます。この地を訪れ、国際交流の先進地であっ

た口之津の盛況を偲んでみてはいかがでしょうか。

●所在地：口之津町西大家名唐人町

　（国道251号より口之津支所そばの取付け道を進入

　  しすぐの、開田公園の一角）

●その他：公園の駐車場・トイレあり　

※「南蛮」という言葉はもともと古代中国（の中原（ちゅうげん）

　と呼ばれる地域）において、南方異文化圏の人々を差別的に

　呼んだものですが、中近世の日本においては東南アジア地域

　やポルトガル・スペインなどの南欧諸国を指す一般的用語と

　なります。さらに、それらの国から渡来した文物も「南蛮」

　と呼んでいたようです。

※口之津は現在でも、私たちの南島原市と天草を船で結ぶ海上

　交通の要衝ですが、この間にも、明治時代の三井財閥による

　石炭輸出の町として栄えた時代や、「からゆきさん」の悲哀

　の歴史、船員の町として栄えた時代など大変深い歴史があり

　ますので、別の機会にご紹介できればと思います。
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未来につたえよう

南蛮船来航の地（県指定史跡 口之津町）

　今年は、押花はがきで、オリジナルの年賀状を作
ってみませんか？
　簡単な作り方で、手軽に楽しめ、世界に一枚だけの、
あなたの年賀状ができます。色あざやかな押花とと
もに皆様のご参加をお待ちしております。
　なお定員がありますので、お早めにお申し込みく
ださい。

●日　　時／12月14日㈭午後１時30分～３時30分まで

　　　　　　「原城オアシスセンター」

　　　　　　12月15日㈮午後７時30分～９時30分まで

　　　　　　「ありえコレジヨホール」

●募集定員／各20名（先着順とさせていただきます）

●準  備  品／はがき４枚、はさみ

●材  料  代／１,０００円

●お問い合わせ

　四季彩花倶楽部（加津佐町）

　インストラクター：押花サロン四季彩（福田）

　☎0957ー87ー4871　携帯090ー7924ー9259

※なお、お申し込みは午後５時以降にお願いいたします。

　福岡市で発生した飲酒運転による幼児 3 名の海中

転落死亡事故以来、全国各地で飲酒運転追放が叫ば

れているにもかかわらず、いまだ悪質、危険な飲酒

運転が相次いでいます。

　南島原警察署管内においては、平成18年10月末現在、

飲酒運転検挙件数は19人（うち、飲酒運転逮捕者数10人）

です。

　これから年末・年始を迎え飲酒の機会が増えますが、

　★飲んだら乗らない

　★乗るなら飲まない

　★飲酒運転の車には同乗しない

　を徹底するとともに、※「ハンドルキーパー運動」

　を推進しましょう。

※「ハンドルキーパー運動」とは

　自動車で飲食店に来て飲酒する場合、仲間どうし

や飲食店の協力を得て、飲まない人を決め、その人

は飲酒せず、仲間を安全に自宅まで送る運動です。

e コ ク ゼ イ

　平成18年度一般コミュニティ助成事業により、

有家町で活躍する太鼓演奏団体「岳南太鼓」に太鼓

が整備されました。この事業は、宝くじ受託事業収

入を財源とした自治総合センターの助成事業で、地

域住民のコミュニティ活動を活性化させることを目

的とした宝くじの普及広報の事業です。

　「岳南太鼓」は、幼児に日本の伝統芸能である和太鼓の良さを教え、健全な心

身の育成を図る目的で昭和63年 4 月に結成されました。地元の行事やイベントに

積極的に参加し、介護老人福祉施設への慰問などを通じて、地域に大きく貢献さ

れています。これからも新しく整備された太鼓をもとに、一層地域に根ざした活

動をされることを応援します。
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